
第 3 回 ながさき ICLS コース 指導者募集要項 

ながさき ICLS コースについてご指導（インストラクター及びアシスタントインストラクター）

いただける医師・看護師・医療従事者を募集いたします。 

【指導日時】 令和 8 年 12 月 5 日（土）8 時 30 分～17 時 15 分 

【会 場】 長崎大学病院 中央診療棟 4 階 シミュレーションセンター 

（長崎市坂本 1-7-1） 

【申込締切】 令和 8 年 10 月 16 日（金）正午 

【申込方法】 下記申込フォーム、または右の二次元コードより 

お申込みください。 

https://forms.gle/883YrxnbLpF9Cy9c9 

【申込対象】 以下のいずれかに該当する者 

・ICLS コースを受講した者

・ICLS 認定インストラクターの資格を保持している者

・ICLS アシスタントインストラクター

【募集人数】 受講申込者の人数により、2～12 名程度 

・インストラクター、アシスタントインストラクターとも、希望者多数の場合は

経験年数や資格維持条件等を踏まえ、主催者（長崎大学病院シミュレーション

センター）で決定させていただきますので、予めご了承ください。

【謝 金 等】 ①長崎大学病院職員の方 

インストラクター、アシスタントインストラクターともに謝金なし。 

令和 8 年度より、長崎大学病院の医師及び医療従事者が本コースの指導者と 

なる場合は通常の勤務として扱うこととなりました。お手数ですが、各自で  

休日の振替等をお願いいたします。 

②長崎大学病院職員以外の方

インストラクター 謝金：20,000 円（源泉徴収税を除く）

アシスタントインストラクター 謝金：なし

①・②共通

・交通費、宿泊費は支給いたしません

※長崎大学病院職員以外の方で、大学病院の駐車場をご利用の方には

駐車場無料券を支給します

ながさき ICLS 

指導者申込 

https://forms.gle/883YrxnbLpF9Cy9c9


        

【テキスト】 改訂第 5 版 日本救急医学会 ICLS コースガイドブック 

（定価 2,700 円＋税  2022 年 9 月 30 日発行） 

※テキストは各自でご準備をお願いします。 

 

【結果通知】 参加可否の結果は、令和 8 年 10 月 30 日（金）までにメールで通知します。 

 

【各種手続】 参加決定者の方々には、必要に応じて各種手続のご案内をいたしますので 

ご対応のほど、よろしくお願いいたします。 

（例）謝金支払に関すること、ICLS アカウントの登録と受講コース調査など 

 

 

 

【問合せ先】 長崎大学病院 医療教育開発センター シミュレーションセンター部門 

担当：中山・花田  電話：095-819-7346（地域医療支援センター内） 

E メール：simcenter@ml.nagasaki-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コースの概要（プログラム例など）については 

次ページ以降の「ながさき ICLS コースについて」を 

ご覧ください。 

mailto:simcenter@ml.nagasaki-u.ac.jp


ながさきICLSコースについて

・長崎大学病院 シミュレーションセンター主催で開催する
日本救急医学会認定ICLSコース

・長崎大学病院では2017年より院内看護師対象ICLSコースを開催
⇒2026年度より、受講対象を「長崎県内すべての医療従事者」に
広げて開催する。年に4回程度の開催を予定。

・受講者は公募。募集人数：各回4～18名、受講料：8,000円

・指導者は長崎県内のICLS認定指導者（主に医師、看護師）

ICLSコースプログラム例（2026.8.29 第2回ながさきICLSコース）

午前中は各スキルステーション（BLS/AED・気道管理・モニター）で手技を学び、

午後は手技を用いて、シミュレーションを行いチーム蘇生について学びを深める。



ICLSコース開催の様子（2026.8.29 第2回ながさきICLSコースより）

【受講者の感想 過去のアンケートより】

・講習を受ける前よりも自信を持って蘇生に参加出来ると思いました。

・今まで急変対応を眺めているだけだったが、今回の講習で急変時にも参加できる気がする。

・様々な設定を準備してもらい、ポジティブなフィードバックをしてもらえて嬉しかった。

参考：ICLSコースの学習目標

※ICLSのWebページ（https://www.icls-web.com/）より抜粋

コースの一般目標

「突然の心停止に対する最初の 10 分間の適切なチーム蘇生を習得する」

コースの行動目標

・蘇生を始める必要性を判断でき、行動に移すことができる

・BLS（一次救命処置）に習熟する

・AED（自動体外式除細動器）を安全に操作できる

・心停止時の4つの心電図波形を評価・判断できる

・電気ショックを安全かつ確実に行うことができる

・状況と自分の技能に応じた気道管理法を選択し実施できる など全10項目

https://www.icls-web.com/

